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こんにちは！民生委員です！
～トレードマ一列ま縁のエプロン～

大和町では48人の民生委員児童委員と3人の主任児童委員が、それ

ぞれの地区で活動をしています。民生委員は、暮らしの中で悩みや問題

が生じた万に、同じ地域の住民という立場で相談にのり、解決する機関

へつな＜パイプ役であり、私たちの暮らしの身近な相談役です。この度

「もっと民生委員を身近に感じてもらおう日とPR活動の一環として、町

内2カ所のお祭り会場で、ボケソトティッシュの配布を行いました。
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体育大会に参加しました
～大和町身体障害者福祉協会～

7月3日（木）七ヶ浜町屋内運動場「すぼ－く七

ヶ浜」で第20回宮城県身体障害者仙台地方連絡

協議会体育大会が行われました。競技は玉入れ

など7種目が行われ、大和町チームの上位入賞

はなりませんでしたが、地元七ヶ浜のアトラクショ

ンが披露され、他町村の会員との交流を深めるこ

とができました。

▲人取り（じんとり）ゲーム負けるが勝ちよ。

東和町老太クラブ連合会大金結果
第33回親善ゲートボール大会　　　第19回ニュースポーツ大会

（6／24児童スポーツ広場）　　●ペタンクの部

総参加数14チーム84名　　　　　　（8／27　児童スポーツ広場）

優　勝　大平上（4勝＋27）　総参加数15チーム58名

準優勝　幕　柳（3勝＋19）　　　優　勝　舞　野（3勝＋13）

第3位　宮　床（3勝＋17）　　　準優勝’北　目（3勝＋9）

最高年齢質　　　　　　　　　　　第3位　石　倉（3勝＋8）

鶴田　武彦さん（大平中）　　●グラウンド・ゴルフの部

早川　春三さん（大平下）　　　　　（9／4　総合運動公園）

大正10年生まれ　93歳　　　総参加数　団体：25チーム125名

地域の環境美化活動臆取り・郡嫁御

～蒜袋老人クラブ～

蒜袋老人クラブ（品川博会長）は会員38名
で、グラウンドコルフなどのスポーツ大会や一泊

研修で会員の交流を因りながら事業を行っており
ます。また地区内の環境美化活動にも力を入れて
おり、6月には生産者でもある会員の協力のもと

個人：95名

団体戦

優　勝　下　草（226）

準優勝　舞　野（229）

第3位　吉岡南1（230）

個人成績

第1位　千葉仁郎（吉岡南）36

第2位　佐々木清司（城内中）36

第3位　門間幸一（大平下）37

8月3日（日）まはろばホールで

開催された「まはろば夏まつり」に毎

年恒例の100円かき氷店を出店

しました。朝からの好天にも恵まれ

多くの来場者にご協力をいただき、

これまでで最高の1，151杯の売り上

げとなりました。また併設した吉岡

地区ボランティア友の会のバザーも

完売しました。

皆様からの善意に感謝　売上金配分報告

まはろば夏まつり「かき氷」の売上金

（￥115，100）を以下のとおり送金しました。

ご協力ありがとうございました。

◆平成26年山形県南陽市豪雨災害義援金

￥30′000

◆平成26年長野県南木曽町豪雨災害義援金

￥30，000

◆平成26年広島県大雨災害義援金

￥55．100

平成26年10月1日発行」」



」　地域活動支援センター仔璽 �言 �∴工亘JA』 

五感若研ぎ澄きせこ
鍼翠度移動研修

6月20日（金）地域活動支援センター工房ななつ

もりの移動研修会か行われ、総勢17名か参加しま

した。見学や入浴など思い思いに楽しみ、昼金時

のカラオケでは涙する場面も…。日常生活から離

れ、五感を研ぎ澄まし、充実した1日に参加者全員

が笑顔でした。

26年度移動研修行程

9：30ひだまりの丘出発→10：30感覚ミュー

ジアム見学→12：00鳴子湯乃里幸雲閣（会

食・入浴・カラオケ・買い物）→15：30ひだまりの

丘到着

業齢儀闇瀬あ馴

先日、工房ななつもりの移動研修で感覚ミュー

ジアム、鳴子温泉に行ってきました。お料理もとて

も美味しくて完会しました。カラオケはりっぱな舞

台で、皆さん2・3曲歌いました。日頃の成果を出し

メン／トさんか島津亜矢さんの「感謝状～母への

メッセージ」を歌った時は聞いていたあ母さんも私

も感動して涙か出てきてしまいました。私たちメン

バーは皆さんに支えられて生きていられると思い

ます。これからも元気に適所したいと思います。来

年の移動研修も楽しみにしています。（メンバーY・K）

今年度も町内各世帯より社協への会員加入、会

費納入をしていただきましたこと誠にありがとう

ございました。また各地区単位において福祉推進

員である行政区長さんを始めとする班長さんや役

員さんにお取りまとめいただきましたことにも心

より御礼申し上げます。

社協の会員会費制度は、社協会員への加入を通

して地域福祉に関わりを持つことで、一人ひとり

の思いが「ふだんのくらしのしあわせ」へと還元

されていく仕組みです。誰もが住み慣れた地域の

中で互いに支え合い、安心して自分らしく活き生

きと暮らせる地域社会を構築するため、この会費

をもとに地域福祉のさらなる充実を図ってまいり

ます。ど協力ありがとうございました。

※特別・賛助会費納入者（個人・企業）のご芳名

は第100号で掲載予定です。

～見学にい50こくだ古いヤ

『カフェななつもり」

大和町地域活動支援センター工房ななつもり
支援事業「カフェななつもり」か9月より始まりまし
た。この事業は大和町地域活動支援センターの

適所者の支援事業として創作的活動の提供など
を目的に、支援センタ一休所日の水曜日に月2回
行っています。お茶やコーヒーを飲みなからおしゃ
べりをしたり、作品つくりなどをしています。

（実施主体）大和町社会福祉協議会
（会　　場）大和町保健福祉総合センター2階

工房ななつもり

（実施日）毎月第1・第3水曜日
（時　間）午前9時～正午まで
（対象者）大和町地域活動支援センターの

通所者または町内の18歳以上
65歳未満の障害者で、介助か

なくても参加できる万
（参加料）無料　※原材料費その他特別の

費用が発生する活動に参加する
ときは、実費を負担いただきます

今後の予定
10月1日　手芸作品つくり 

10月15日　書道 

11月　5日　合唱 

地域活動支援センターの見学も可能です。適所に

関する相談も担当指導員がお受けいたしますの
であ気軽にお問い合わせください。（電話345－2156）

昭和48年8月に県立施設として開設された、宮
城県船形コロニーと育成会の創立40周年記念式典
と記念まつりが、7月27日旧）に開催されました。
第一部式典では、施設運営に深い理解と協力によ

りご尽力された個人・団体等に感謝状並びに表彰状
か贈られ、第二部記念まつりでは、アトラクションと
してステージ発表が行われました。
中川総合施設長は、開設時は終生保護の施設福

祉を観点に運営してきたか、関係施策か変わり地域
生活移行へと利用者本人の意思に基づいた福祉に
なった。今後も利用者の皆様かより豊かに、より幸
せな生活かできるよう職員一丸となって取り組んで

行きたいと挨拶がありました。

居たいわ社協だより第98号



シターコーナー　…会報第69号

大和町ボランティアセンター

TEL O22－345－2156　FAX O22－345－7280

E－mail taiwa－Shakyo1967＠poem．ocn．ne．jp

URL http：／／www．taiwa－Shakyo．or．jp

ボランティアセンターでは毎年夏休みに福祉体験講座を開催しています。

今年は8月4日（月）もあじケ丘二丁目会館を会場に「手話講座」を開催、7名の児童が参加しました。宮城県う
うあ協会の菅原伸哉手話講師と高橋佳子手話通訳者に優しく丁寧にご指導いただきました。目の聞こえない
人と会うのは初めての子が多く最初は緊張していましたが、「先生は耳が聞こえませんが仲良くしてください
柑」と挨拶されると参加した子供たちはすくに理解し熱心に話を聞いていました。聴覚障害者とのコミュニケー
ション方法や果物、食べ物、動物などの簡単な手話を教わり「好きな会べ物は何ですか？」と先生から手話で聞
かれると「ラーメンです。」と手話で答えられるようになりました。最後は習った手話で数字の読み取りゲームを

して大盛り上がりでした。

▲数の読み取りゲーム「声に出さずに読んでね」

●ちょっとだけおぼえるのかむずかしかったけど堂

えるとかんたんだったから楽しかったです。また
やってみたいです。（3年生）

感　●手話の大切さを学びました。難しかったけど楽し

細　　かったです。（3年生）心　●手話ができておもしろかったです。（3年生）

文　●とにかく楽しかったです。もっとたくさん手話を

知りたくなりました。（5年生）
●食べ物や数字の手話かとても簡単です＜覚えられ

▲「いちご」の手話はこうだよ」

ました。目の不自由な人と会ったらここで習った
手話を活用したいと思います。（3年生）

●しんや先生と一緒lこたくさん手話を勉強できてよ

かったです。（3年生）

●目の聞こえない人の気持ちになって体験すること
ができました。またこのような機会があれば参加
したいと思います。手話をもっと覚えて目の不自
由な人の役に少しでも役に立てればと思いました。

（5年生）

6月29日（日）ヤマザワ吉岡店前と8月31日旧）ヤマザワ杜のまち店前にあいて日本盲導犬協会仙台訓練セン

ターの「盲導犬ふれあい募金活動」のお手伝いをしました。当日は子ども10人、大人11人か募金呼びかけのボラ
ンティア活動に参加してくれました。

盲導犬育成に係る費用の90％は募金・寄付に支えられています。盲導犬や視覚障害への理解を深めていただ

くために、盲導犬のお仕事を終了したPR犬のリッキー君と一緒に募金の声かけや資料配布をしました。リンキー
君とかわいい子どもたちの呼びかけに多くの方々が募金をしてくださいました。ご協力ありがとうございまし
た。

▲焼き鳥販売車の前にもかかわらず、りっばにお仕事をしたリンキー君でした。

平成26年10月1日発行「＝「
】



・郵準と・

傾聴ボランティアについて
学んでみませんか？

震災以降被災者に寄り添い、仮設住宅などで活動
する「傾聴」ボランティアについて、理解と認識を
深めるとともに、活動の事例をとおして活動の基本
的な視点について学びます。
日　時：11月17日（月）13：30～15：30

場　所：大和町研修センター1階大集会室
内　容：講演「傾聴ボランティアとは」

講師　NPO法人仙台傾聴の会
代表　森山　英子　氏

その他：参加費無料・定員80名
（〆切11月10日まで）

船形コロニーrおでつ隊J
船形コロニーの施設利用者を支援するための清掃

ボランティアグループ「あでつ隊」の参加者を募集
します。
活　動日：不定期月1回程度

次回は10月21日（火）午後1：30
～1時間程度の予定

活動内容：船形コロニー「とかくら薗」の施設内

窓ふき、車いす清掃など
その他：大和町ボランティアセンターに登録して

いただきます。

▲敬老会の演芸ボランティア

さんは引っ張りだこです。

ボランティアセ

大和町ボラン

ティアセンター

では東日本大

震災直後から被

災地に出向き炎

天下で活動する

泥出しボランテ

ィアや仮設住宅

集会所のイベン

トなどでカキ氷

を提供しています。4年目になった今年も活動ボランティ

ア延べ18名で、亘理町の仮設住宅集会所4か所（4日間）

にて延べ配数325杯のかき氷を提供しました。「私たちの

こと忘れないで今年もきてくれたの？」とみんな大歓迎

でした。

今年は東日本大震災で被災し大和町で避難生活をして

いる万で、大和町社協か定期的に開催している避難住

民交流サロン「ようこそ大和町ヘリの参加者4名も一緒

lこボランティア活動に参加し、かき氷を手渡したり亘理

町の被災者と一緒にゲームを楽しみました。「支援をいた

だいたお返しにこのような形でボランティアができてう

れしい。」「帰るときに皆さんからありがとうという言葉

をいただき非常にうれしく思いました。」こんなやさしい

感想かきかれました。

頂ルタフ収集ボランティア
吉岡児童館の皆さん、伊藤旭子さん、秋山すえ
のさん、文屋由起枝さん、干葉住江さん、梶井
艶子さん、安曇喜恵子さん、大崎婦人会の皆さ
ん、小石良次さん、梶井朝日さん、和泉かのえ
さん、瀬戸さん、高橋八重子さん、斉藤智子さ
ん、吉岡婦人会上町支部の皆さん、その他多く
の匿名の方ボランティア活動ご苦労様です。

＊＊＊＊空き缶は水ですすいで

指定日に指定の場所へ出しましょう
ゴミの集積所から集めるのはやめましょう＊＊＊＊

多くの皆さんが活動して
いるプルタブ収集ですが、6

呈芸冒完霊試写．巨悪ヒ雲。匪
した。地域の福祉活動に活
用させていただきます。活
動者のみなさんありがとう
ございました。　　　　　一

巨で

1－ノ；たいわ社協だより第98号



講座・案内
認知症サボ一事雪道威詔応
特別養護老人ホームまはろばの里たいわ

℡779・7785（担当：佐藤）

大和町地域包括支援センター
℡345・7221（担当：櫻井）

「認知症を理解し、そっと手助けを

する応援者」となる認知症サポータ
ーを養成いたします。受講修了者に

は、認知症サポーターの証である
「オレンジリング」を交付いたします。

蜜・11月9日（日）13：00～15：30

蕪まはろばの里たいわ　大ホール

‡さ＼参加費：無料

ヨ定員：40名（定員になり次第締め切り）
＊事前申し込み必要
＊申込書はまはろばの里たいわ、地

域包括支援センター、ひだまりの丘
に設置してあります。

日と耳の両方に不自由を感じている方

（盲ろう者）に対する生活訓練のご案内
℡262・1383　Mail：miyagi．db＠gmail．com

みやぎ盲ろう児・者友の会事務局

盲ろう者の自立と社会参加を図る
ため、家庭生活や社会生活に必要な

訓練指導等を行うことを目的とします。

コ盲ろう者とその家族

史11月29日（土）10：00～12：00

封山台福祉プラザ　9階大広間
三三㌢参加費：無料
て・先輩盲ろう者から学ぶ（講演）

〆切：11月20日（木）

募　　集

第22回宮城シニア美術展作品募集
℡223・1171http‥／／wwwmiyagi－Sfk．net／

宮城県社会福祉協議会いきがい健康牒

募集対象：日本画・洋画・書・写真・
工芸の5部門

テーマ：自由

応募資格：県内在住の60歳以上の
アマチュアの方

出展申込料：1作品500円（出展は
各部門1人1点）
申込期間：平成26年10月31日（金）

展示会場：宮城県美術館　県民ギ
ャラリー

展示期間：平成26年12月18日（木）
～12月21日（日）

入場料：無料
審　査：各部門選任審査員が審査
します。（表彰式あり）

■入賞作品は、平成27年開催予定
の「ねんりんピックおいでませ！山

口2015」美術展部門へ出展いただ

きます。

イベント
復興支援　股旅・舞踊・演歌チャリ
ティーショー

℡345．0046（高橋）

三・10月12日（日）　開場9：40

開演10：30
‾‡まはろばホール　大ホール

工人場料：1，000円‾■主催：華紅流

＊当日はもりやによる舞踊用品・小

物類の展示販売もあります。

ななつもり．ふれあい福祉まつり
℡345－3701宮城県七ッ森希望の豪

より地域の皆さんに楽しんでい
ただくことと、福祉の情報発信、交
流の場の提供として様々な催しを
企画しました。スタッフ一同、皆さん

のご参加をお待ちしております。
・10月12日（日）9：30～14：00

台宮城県七ツ森希望の家

2014みやぎ県

ボータ、♭呆アート美術館　第2弾
℡347・0028　　二シピリカ

（黒川こころの応援団内）

「叶蔵ニシピリカ展」
…上町叶蔵にて

「ワークショップ・パフォーマンス」
…旧ヨネキ薬局にて

「岩手・宮城のボーダレスアート展」
…ななつの森の家

「お店ギャラリー」
…上町・仲町のど協力店舗にて

手10月24日（金）～29日（水）

子育てサロン開催のお知らせ

◆子育てサロンきらきら
－！10月10日（金）・11月14日（金）・

12月12日（金）、10：00～11：30

壬1大和町町民研修センター1王子育
て支援ボランティアグループ・きら
きら・き代表・佐々木342－2444

◆子育てサロンぽっぽこ
l手10月16日（木）・11月20日（木）・

12月18日（木）、10：00～11：30

草杜の丘会館蘭子育てサロンぽっ

ぽこ車代表・佐藤358－9818

◆両サロン共通事項　0歳～未就
学の子どもとその親、祖父母など

ゴ無料（お子さんに必要な飲み物・お
やつなどほど持参ください）

おもちゃびょういん

ひまわり開院のお知らせ
℡090－8616・2636　おもちゃ病院ひまわり院長勝又

壊れたおもちゃをお持ち込みくだ
さい。お子さんからお話しを伺いなが

らおもちゃドクターがその場で修理し

ます。
二11月14日（金）10：00～12：00

云大和町町民研修センター
★おもちゃドクターに興味のある方
のお越しも大歓迎

生活相談所開設田のお知らせ
℡345・2156　大和町社会福祉協議会

日常生活の困り事、心配事はあり
ませんか？相談員が親身になってご

相談に応じます。
・10月9日（木）、11月13日（木）、

12月11日（木）、平成27年1月8

日（木）10：00～15：00

し；≒大和町役場1階会議重言‾無料

ひなたぼっこの会開催のお知らせ
℡345・2156　大和町ボランティアセンター

どなたでもご参加いただけるお

茶飲み会です。
二■・110月9日（木）、11月13日（木）

12月11日（木）、1月22日（木）

10：30～12：00

・：ひだまりの丘・二会費100円、申込

不要

東日本大震災により大和町へ避難または移

住きれた皆様へ　ようこそ大和町へ
℡345・2156　大和町ボランティアセンター

ようこそ大和町へお出でください
ました。美味しいお茶とお菓子をい
ただきながらみんなでおしゃべりす
るサロンを開催します。申込不要、
ふら～つと遊びに来てみてください。

皆さんのお越しをお待ちしています。
‡‾10月20日（月）、12月15日（月）

1月19日（月）、2月16日（月）

3月16日（月）

10：30～14：00（出入り自由）
・点ひだまりの丘　交流サロン

≒＿こ参加費：無料
※11月の「ようこそ大和町へ！」は

特別企画のため申し込みが必要で
す。社会福祉協議会へお問い合わ
せください。

講座案内、イベント告知、ボランティ

ア募集など、地域や福祉関係の情

報を掲載しまも

※掲載情事馴ま、スペースの関係で内容を省略してあります。 平成26年10月1日発行　l



醇掛粗鋼醜弛
障害者就労支援施設B型あいの郷
TEL34年－6491FAX344－6497　吉岡字館下86

食べ物が美味しい季節になりましたね！あいの郷では、り

んご狩り＆BB（〕を予定しており、みんな楽しみにしていま

す。手作りのりんごジャムを使った秋限定のパンも販売を考

えていますので、皆様どうぞよろしくお願いします。

NPO法人黒川ここうの応援団
TEL347－0028　FAX343－7077　吉岡字館下47

生き辛さを抱えた人たちも、普通に楽しく生活できる大和

町。その豊かさを育んでいく助けとしてアートを活用した
い＝障害のあるなしに関係なく表現する場、吉岡まちある

きアート展を開催します。ぜひ、ご覧ください。

大和町地域活動支援センター工房ななつもリ

TEL345－2156　FAX345－7280　吉岡字館下88

秋も深まり、工房ななつもりの活動にも、また楽しみな季

節がやって来ました。さをり織り等の作品づくりにも、みんな

で協力し合い頑張っています。どこかで見かけることがあり

ましたら、是非手にとってみてください。

大和町地域包括支援センター
TEL345－7241FAX345－7240　吉岡字西桧木1－1

今年は残暑も厳しく天候も不安定な日が続きましたね。
当センターでは「成年後見制度」に関する手続きのお手伝
いもしています。物忘れがひどくて年金や預貯金の管理が

できなくなったなど、心配な方はお気軽にど相談下さい。

吉岡すまいる
TEL345－1910　FAX345－1913　吉岡字石神沢30－2

吉岡すまいるは生活介護事業所です。地域で生活されて
いる陣がい者の方が、日中活動を通し、創作・音楽・生産活

動を行っています。大正琴や日本舞踊・手品等のボランティ

アの方々との交流を楽しみにされております。

地域支援センターえいらく

TEL779－5091FAX779－5394　吉岡字中町32

地域支援センターえいらくでは、グループホームのお世

話人さんを募集しています。一緒にこの地で暮らす事にご

協力して］割ナる方、興味がある方を募集しております。

養護老人ホーム借楽園

TEL346－2221FAX346－2222　小野字前沢31－1

去る8月2日、富ケ丘の夏祭りが中央公園で行われ、僧
楽園で収穫した馬鈴薯や玉葱等を出店しました。猛暑の中、

利用者の方たちが張り切って販売し、地域の方々に大好評
でした。来年も作付し沢山販売できるよう頑張ります。

NPO法人ふれあい

TEL346－5008　FAX346－5044　宮床字下小路4671

活動の一環として行っている野菜つくりにおいて、近隣の

方々から畑をお借りしてジャガイモ、ナス、キュウリ、トウモロコシ、

カボチャなどを楽しみながら作っています。今度ビニールハウス

栽培にも挑戦します。皆でお昼の食卓を楽しみにしています。

特別義諾老人ホーム和風図

TEL346－2229　FAX346－2305　小野字前沢1

8月、「流しソーメン」を行いました。竹を繋ぎ長さ10

m・高さ2mから4色（緑・黄・ピンク・白）の麺を流してい

ます。突然、食事介助を受けていた人が自力で麺をすくう

動きがあり驚きました。敬老会も楽しみです。

介護老人保健施設希望の杜

TEL344－3232　FAX344－3231吉田李斯要害10番地

診療所・グループホーム・居宅介護支援事業所を併設し医

療と介護の両面から地域高齢者のあたりまえの生活を支え

ます。ケアという関わりを通し、住み慣れた地域で、これからも

皆さまとゆるやかにつながっていきたいと願っております。

特別養護老人ホームまほうばの里たいわ

TEL779－7785　FAX779－7786　吉田字高田西34番地

認知症サポーター養成講座開講ほほろばの里たいわ内
のホールにて、平成26年11月9日（日）13：00～1

5：30に行います。認知症サポーターとは「認知症を理解し、

そっと手助けをする応援者」です。是非、お待ちしております。

在宅心身障害者保義施設雷域県髄ツ森希望の家

TEUFAX345－3701吉田字上童子沢21

「七ツ森希望の家の一部閉館のお知らせ」11月20日

から翌年3月中旬までの館内工事により、食堂・ホールが

使用できないため一部閉館となります。ど利用の皆様には、
ど不便をお掛けいたしますこと、お詫び申し上げます。

障害者支援施設宮城県船形コロニー

TEL345－3284　FAX345－3984　吉田字上童子沢21

創設40周年を迎え、過日記念式典が挙行されました。
多くの皆様からのど支援に感謝申し上げます。月日の流れ
と共に歩んできた道のりを利用者の皆様と年代ごとの写真

を見ては思い出話に花をさかせています。

鶴巣桜の家
TEL347－7181FAX343－2272　鶴巣下草字観音堂68－1

こんぬづは！あづい夏も終わり、すずしい季節になりました。みな

さんはいかがお過ごしですか？今年も菜の花保育園の園児さんが

交流会に来て頂き、子供達より元気を頂きました。来年も楽しみに

待っています。ここで一句【かさねぎでしたぎたごまりいずいどだ】

F弓　たいわ社協だより第98号



「

あ

り

が

と

う

1弘．
1き

ん

■＿＿＿＿＿＿－＿＿

竹澤　弘きんプロフィール
（たけぎわひろし）

昭和20年5月21日生まれ

民俗道具を後世に残したいとの思

いから「ふるさとはたらき館」には、

沢山の古道具が飾られています。

また現在では機織りの更なる技術

習得に励んでいます。

この広報紙は社協会員と赤い羽根共同募金の配分金で発行しています

」
の
一
歩
先
へ

姫
宮
神
社
宮
司
　
竹
澤

落
合
地
区
に
あ
る
姫
宮
神
社
で

は
、
毎
年
落
合
小
学
校
の
5
年
生

と
共
に
田
植
え
・
稲
作
体
験
を
行
っ

て
お
り
、
収
穫
さ
れ
た
お
米
の
一
部

を
撒
下
米
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち

と
の
活
動
、
ま
た
大
和
町
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た。◆
世
代
を
超
え
て

田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
を
す
る

小
学
校
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

落
合
地
区
で
は
小
学
生
も
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
早
乙
女
姿
に
な
り
、

昔
の
道
具
を
使
っ
て
田
植
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
た
ち
の
苦
労

を
知
り
、
道
具
の
使
い
方
な
ど
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
の
作
業
で

は
自
然
と
異
世
代
交
流
が
生
ま
れ

ま
す
。
収
穫
し
た
お
米
は
神
様
に

お
供
え
し
た
後
、
神
様
の
力
を
頂

き
、
ま
た
そ
の
力
を
感
じ
取
っ
て
欲

し
い
と
、
撤
下
米
と
し
て
落
合
小

学
校
や
児
童
館
、
福
祉
施
設
等
に

寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
頂
い

た
お
米
を
一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
手
作
り
弁
当
に
使
用
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
に
は
、
「
美
味
し
い
ご
飯
を
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
力
、
神
様
の
力
が
込
め
ら

れ
た
お
米
は
大
変
美
味
し
い
と
評

判
で
す
。

◆
惑
謝
の
心
、
「
あ
り
が
と
～
プ
を
常
に

収
穫
の
喜
び
や
神
様
へ
の
感
謝
・

神
様
と
一
緒
に
食
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
報
恩
寺
区
・
松
坂
区
・
大
角

区
の
3
地
区
で
は
多
年
に
亘
り
お

米
や
野
菜
を
お
供
え
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
5
年
に
滋
賀
県
の
多
賀

大
社
を
氏
子
と
共
に
参
拝
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
現
在
で
は
8
地

区
3
2
0
戸
の
皆
さ
ん
に
支
え
て

頂
き
な
が
ら
、
活
動
が
続
い
て
い
ま

す
。
お
供
え
さ
れ
た
作
物
は
祈
祷

者
に
も
贈
る
な
ど
地
区
の
中
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
感
謝
の
心
で
食
き
れ
て
い
ま
す
。

竹
澤
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
が
一

方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
「
何
か
し
て

も
ら
う
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が

当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
。

些
細
な
こ
と
で
も
　
〝
あ
り
が
と

う
〟
　
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
さ
ら

に
一
歩
前
に
進
ん
で
お
礼
に
何
か

出
来
る
こ
と
が
な
い
か
を
考
え
行

動
に
移
し
て
欲
し
い
。
」
と
切
望
き

れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
と

行
動
が
活
力
と
な
り
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

l
こ
れ
か
ら
目
指
す
も
の

「
年
々
地
域
の
子
ど
も
が
減
少

し
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
へ
の
愛
や
郷
土
が
誇
り
と
言

え
る
よ
う
、
地
域
の
活
力
や
明
る

さ
を
取
り
戻
し
た
い
。
」
と
話
さ
れ

る
竹
澤
さ
ん
。
目
指
す
は
老
若
男
女

問
わ
ず
誰
も
が
歌
や
踊
り
を
楽
し

め
る
「
宮
城
県
民
歌
」
。
大
和
町
に
は

町
民
歌
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
民
歌

に
よ
っ
て
地
区
や
世
代
を
超
え
、
人

の
輪
が
広
が
り
地
域
が
明
る
く
な

る
と
強
く
語
り
ま
す
。
そ
の
熱
誠
あ

ふ
れ
る
思
い
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
和

町
を
見
据
え
輝
い
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
2
6
年
6
月
1
6
日
～
9
月
1
5
日
）

隊
　
友
　
会
様

金
　
二
〇
七
、
二
四
六
円

吉
岡
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
様

金
　
　
八
七
、
一
七
一
円

年
金
受
給
者
協
会
仙
台
北
支
部
様

金
　
　
二
、
七
〇
〇
円

ひ
だ
ま
り
サ
ー
ク
ル
様

金
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

里
山
D
i
n
i
コ
g
七
ッ
母
里
様

車
イ
ス
　
二
台

編
集
後
記

日
曜
の
夕
方
、
♪
チ
ャ
ン
チ
ヤ
カ
チ
ヤ

カ
チ
ヤ
カ
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
～
で
お
な
じ

み
の
テ
ー
マ
苦
楽
で
始
ま
る
番
組
「
笑

点
」
。
「
技
巧
派
投
手
」
と
掛
け
て
「
品
数

の
少
な
い
果
物
屋
」
と
解
く
、
と
言
っ
て

相
手
が
首
を
か
し
げ
る
と
、
す
か
さ
ず

「
そ
の
こ
こ
ろ
は
、
キ
ュ
ー
イ
が
足
り
な

い
」
と
鼻
を
う
ご
め
か
す
人
が
い
る
。

「
キ
ュ
ー
イ
」
と
「
球
威
」
を
掛
け
た
即
興

の
言
葉
遊
び
だ
。
こ
こ
で
「
キ
ュ
ー
イ
が

足
り
な
い
」
と
い
う
情
報
を
先
に
出
し

て
は
面
白
く
も
何
と
も
な
い
。
一
つ
一
つ

の
文
の
情
報
は
同
じ
で
も
、
出
す
順
番

に
よ
っ
て
全
体
の
効
果
が
違
う
。
社
協

だ
よ
り
「
た
い
わ
」
も
見
出
し
に
ひ
と
工

夫
し
、
み
な
さ
ん
に
熟
読
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
、
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
（
編
集
委
員
　
奥
山
邦
男
）


